
住
民
一
丸
と
な
っ
て
防
災
へ
の
対
応
を

住
民
一
丸
と
な
っ
て
防
災
へ
の
対
応
を
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県
消
防
協
会
大
館
北
秋
田
支
部
と
市
が
主

催
の
防
災
訓
練
が
９
月
３
日
、
合
川
地
区
駅

前
周
辺
で
行
わ
れ
、
消
防
団
員
や
地
域
住
民
、

関
係
者
な
ど
約
３
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
午
後
１
時
、
震
度
６
弱
以
上
の

直
下
型
地
震
が
発
生
し
、
合
川
地
区
で
は
多

く
の
家
屋
崩
壊
等
の
被
害
。
間
も
な
く
鳥
屋

岱
交
差
点
付
近
か
ら
出
火
し
、
隣
接
す
る
民

家
に
延
焼
。
折
か
ら
の
強
風
と
乾
燥
で
大
規

模
火
災
に
広
が
る
恐
れ
が
あ
る
と
の
想
定
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

災
害
発
生
後
、
た
だ
ち
に
市
役
所
内
に
災

害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
県
へ
報
告
。
合
川

支
所
で
は
、
被
害
状
況
調
査
報
告
を
衛
星
携

帯
電
話
で
本
部
へ
報
告
。
火
災
発
生
直
後
は
、

住
民
に
よ
る
火
事
ぶ
れ
、
初
期
消
火
活
動
が

行
わ
れ
、
消
防
隊
の
到
着
ま
で
住
民
に
よ
る

消
火
活
動
と
救
護
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
延
焼
拡
大
の
恐
れ
が
あ
る
と
し
て

合
川
中
央
駐
車
場
に
現
場
指
揮
本
部
と
救
護

所
を
設
置
。
統
監
に
岸
部
市
長
。
ま
た
、
消

防
隊
に
よ
る
消
火
活
動
の
ほ
か
、
延
焼
を
食

い
止
め
る
水
幕
ホ
ー
ス
の
訓
練
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

救
護
訓
練
で
は
、
合
川
駅
で
避
難
車
両
が

事
故
を
起
こ
し
、
運
転
手
１
名
が
脱
出
不
可

能
と
な
り
、
市
消
防
本
部
の
救
助
隊
が
油
圧

カ
ッ
タ
ー
な
ど
で
車
の
ド
ア
や
屋
根
を
切
断

し
、
救
出
。
見
る
こ
と
の
少
な
い
救
助
活
動

に
住
民
は
真
剣
な
表
情
で
見
守
っ
て
い
ま
し

た
。
最
後
に
、
県
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
「
な

ま
は
げ
」
が
合
川
高
校
屋
上
か
ら
逃
げ
遅
れ

た
人
を
救
出
。
終
了
後
、
同
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
「
な
ま
は
げ
」
の
展

示
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

閉
会
式
で
は
、
統
監
を
務
め
た
岸
部
市
長

が
「
本
日
の
訓
練
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
有

事
に
備
え
お
互
い
協
力
し
あ
い
防
災
に
務
め

て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
し
て
、

今
日
行
わ
れ
た
訓
練
の
講
評
を
し
、
防
災
対

策
へ
の
重
点
事
項
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

 　

平
成
18
年
度
秋
田
県
消
防
協
会

大
館
北
秋
田
支
部
防
災
訓
練

住
民
一
丸
と
な
っ
て
防
災
へ
の
対
応
を

住
民
一
丸
と
な
っ
て
防
災
へ
の
対
応
を

　

台
風
や
地
震
、
火
災
と
、
災
害
は
い
つ
や

っ
て
く
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
災
害
が
起
き

た
と
き
に
は
、
あ
わ
て
ず
に
情
報
を
正
し
く

確
認
、
伝
達
し
、
地
域
の
み
な
さ
ん
と
一
緒

に
な
っ
て
行
動
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ

の
た
め
に
も
、
日
頃
の
備
え
や
避
難
場
所
の

確
認
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

避
難
場
所
な
ど
防
災
全
般
に
つ
い
て
は
、

各
支
所
の
防
災
担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
◆
市
民
生
活
課
62-

１
１
１
７
／

合
川
支
所
78-

２
１
１
３
／
森
吉
支
所
72-

３
１
１
５
／
阿
仁
支
所
82-

２
１
１
３

有
事
の
際
に
は
あ
わ
て
ず
に
行
動
を

災
害
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
起
き
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん

有
事
の
際
は
、
お
互
い
の
協
力
で
防
災
に
努
め
ま
し
ょ
う

災
害
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
起
き
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん

有
事
の
際
は
、
お
互
い
の
協
力
で
防
災
に
努
め
ま
し
ょ
う

火災発生後、消防隊が到着するまで住民による初
期消火活動が効果的です
火災発生後、消防隊が到着するまで住民による初
期消火活動が効果的です

県
警
の
救
助
ヘ
リ
「
な
ま
は
げ
」
に
よ
る

高
所
か
ら
の
救
助
訓
練
（
合
川
高
校
）

▲水幕ホースで防御線を張り、延焼を食い止める訓練。路
上駐車が消防活動の妨げになることもあります。違法駐車
は厳禁です。

▲消火器での消火訓練

▲救助工作車による救出訓練。救助隊が油圧カッターなどで

車のドアや屋根を切断して救出しました。
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秋
田
県
は
、
山
村
、
へ
き
地
等
の
交
通
遠
隔
地
か
ら
救

急
患
者
や
傷
病
者
の
医
療
機
関
へ
の
搬
送
及
び
山
や
海
で

の
捜
索
救
助
並
び
に
台
風
や
地
震
な
ど
の
自
然
災
害
や
山

林
火
災
な
ど
に
機
動
的
に
対
応
す
る
た
め
消
防
防
災
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
「
な
ま
は
げ
」
を
導
入
し
、
平
成
11
年
４
月
１

日
に
消
防
防
災
航
空
隊
を
発
隊
さ
せ
ま
し
た
。

　

価
格
は
約
５
億
円
。
本
体
は
ア
ル
ミ
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
で
す
。
エ
ン
ジ
ン
は
ジ
ェ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
を
２
機
装
備
、

そ
れ
ぞ
れ
７
０
０
馬
力
。
一
つ
が
止
ま
っ
て
も
飛
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
最
高
速
度
は
２
８
０
㎞
／
h
、
秋
田
空
港

か
ら
合
川
ま
で
は
約
20
分
。
秋
田
県
内
は
す
べ
て
の
地
域

へ
約
30
分
で
到
着
で
き
る
そ
う
で
す
。
最
大
運
用
高
度
は

４
５
０
０
ｍ
。
鳥
海
山
の
約
２
倍
の
高
さ
で
す
。

　

最
大
乗
員
は
パ
イ
ロ
ッ
ト
２
人
を
含
め
11
人
。
県
防
災

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
「
な
ま
は
げ
」
は
、
い
ろ
い
ろ
な
状
況
や

災
害
に
対
応
し
、
県
民
の
生
活
と
安
全
を
守
り
ま
す
。

【
県
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
「
な
ま
は
げ
」】


